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大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
十
一
月
か
ら
文
學
部
と
称
し
た
歌
会
が

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
蜂
須
賀
笛
子
は
こ
の
歌
会
の
会
員
と

な
り
、
和
歌
を
詠
出
し
て
い
た
。
帝
國
婦
人
協
會
實
踐
女
學
校
文
學

部
発
行
の
歌
集
『
竹
の
若
葉
』（
昭
和
二
年
刊
）
や
文
學
部
の
歌
会

の
記
録
で
あ
る
『
競
点
の
巻
』『
合
評
の
巻
』『
歌
合
の
巻
』
に
笛
子

の
和
歌
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、『
竹
の
若
葉
』
に
収

載
さ
れ
て
い
る
笛
子
の
和
歌
を
紹
介
す
る
。
ま
た
歌
会
の
記
録
に
記

さ
れ
て
い
る
笛
子
の
和
歌
、和
歌
に
添
え
ら
れ
て
い
る
点
者
（
判
者
）

と
し
て
の
下
田
歌
子
の
評
及
び
巻
末
に
書
か
れ
て
い
る
評
を
翻
刻
し

て
紹
介
を
す
る
。
ま
た
点
者
の
評
を
と
お
し
て
歌
子
の
詠
歌
に
つ
い

て
の
見
解
を
考
察
し
た
い
。

和
歌
の
指
導

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
三
月
、
下
田
歌
子
は
下
田
学
校
を
東

京
麹
町
区
一
番
地
に
創
設
し
た
。
三
ヶ
月
後
に
下
田
学
校
は
桃
夭
學

校
と
名
称
を
変
更
し
た
。
伊
藤
博
文
、
山
縣
有
朋
等
の
勧
め
に
よ
り

開
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
東
京
や
京
都
で
女
学
校
や
女
塾
が
設
立
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
貴
族
や
高
官
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
子
女
た
ち

に
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
と
望
む
よ
う
に

な
っ
た
。
桃
夭
學
校
で
は
少
女
た
ち
よ
り
も
貴
族
や
高
官
の
婦
人
た

ち
が
多
く
、
彼
女
た
ち
は
そ
の
地
位
に
相
応
し
い
教
養
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。

『
実
践
女
子
学
園
一
〇
〇
年
史
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
「
桃
夭
学

校
の
日
課
・
試
験
表
」（
明
治
十
五
年
）
を
見
る
と
、
月
火
水
金
の

蜂
須
賀
正
韶
と
笛
子
（
三
）

― 
下
田
歌
子
研
究
（
三
） 

―

大　

井　

三
代
子
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四
日
の
午
前
中
に
は
「
歌
点
作
文
添
削
句
読
習
字
」
と
あ
り
、
土
曜

日
の
午
前
中
に
は
「
本
科
生
歌
会
」
と
あ
る
。
ま
た
「
桃
夭
学
校
学

科
課
程
及
び
教
科
書
・
試
業
一
覧
」（
明
治
十
六
年
）
に
は
第
一
年

か
ら
第
四
年
ま
で
和
漢
文
の
科
目
の
中
に
歌
を
入
れ
て
お
り
、
和
歌

の
指
導
に
力
を
い
れ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
当
時
の
貴
族

の
子
女
に
と
っ
て
『
万
葉
集
』
や
『
古
今
和
歌
集
』
な
ど
の
和
歌
の

書
を
学
び
、
和
歌
を
詠
む
こ
と
は
教
養
と
し
て
欠
か
せ
な
い
こ
と
で

あ
っ
た
。

少
女
の
頃
に
桃
夭
學
校
に
入
学
し
た
本
野
久
子
は
、
歌
子
の
和
歌

の
指
導
の
一
端
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

塾
生
の
誰
も
が
最
も
力
を
い
れ
た
の
は
、
そ
の
当
時
か
ら
す
で

に
天
下
一
品
の
面
影
が
あ
っ
た
源
氏
物
語
の
お
講
義
と
和
歌
の

お
題
を
頂
い
て
作
る
こ
と
の
二
つ
で
し
た
。
和
歌
の
宿
題
が
よ

く
出
来
ま
す
と
、
先
生
は
あ
の
無
類
の
達
筆
で
、
そ
の
う
ち
の

秀
歌
を
短
冊
に
書
い
て
下
さ
い
ま
す
。
私
共
は
そ
れ
を
お
手
本

に
お
習
字
を
す
る
の
で
す
か
ら
、
ま
る
で
自
分
の
歌
を
先
生
の

お
手
本
通
り
に
、
一
つ
一
つ
完
全
な
も
の
に
し
て
ゆ
く
よ
う
な

気
持
ち
で
、
こ
れ
が
非
常
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

『
下
田
資
料
目
録
』
に
は
、
明
治
十
七
年
三
月
に
桃
夭
學
校
生
徒

の
歌
合
『
菊
の
霧
』
な
ど
の
資
料
を
掲
載
し
て
い
る
。

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
華
族
女
學
校
が
開
設
さ
れ
る
と
桃

夭
學
校
の
生
徒
の
多
く
は
編
入
し
、
桃
夭
學
校
は
閉
校
と
な
っ
た
。

華
族
女
學
校
生
徒
・
卒
業
生
の
『
七
月
歌
合
』（
明
治
二
十
年
代
）

な
ど
の
資
料
が
あ
り
、
華
族
女
學
校
で
も
和
歌
の
指
導
を
し
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
實
踐
女
學
校
が
設
立
さ
れ
た
。

明
治
三
十
二
年
の
「
学
科
課
程
時
間
割
表
」
の
備
考
に
詠
歌
は
随
意

課
と
し
て
生
徒
の
希
望
に
よ
っ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い

る
。
明
治
四
十
二
年
の
「
高
等
女
学
部
学
科
課
程
表
」
で
も
随
意
課

と
し
て
い
る
。
大
正
十
二
年
の
「
実
践
女
学
校
国
文
専
攻
科
学
科
課

程
表
」
で
は
、
第
一
学
年
か
ら
第
三
学
年
ま
で
国
語
の
授
業
の
中
に

詠
歌
を
入
れ
て
い
る
。
組
織
変
更
に
伴
っ
た
課
程
内
容
の
変
更
で
は

あ
る
が
、
国
語
の
授
業
の
中
の
講
読
、
文
法
、
作
文
、
と
並
ぶ
も
の

と
し
て
い
る
。

本
野
久
子
が
「
和
歌
の
題
を
い
た
だ
い
て
作
る
」
と
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
当
時
は
和
歌
の
題
を
与
え
ら
れ
て
題
詠
を
し
、
添
削
指
導

を
受
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
見
た
も
の
、
心
に
思

い
浮
か
ぶ
も
の
を
詠
む
と
い
っ
た
自
由
詠
で
題
詠
歌
は
行
わ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。

『
詠
歌
の
栞
』
と
『
新
題
詠
歌
捷
径
』

歌
子
は
早
く
か
ら
和
歌
の
指
導
を
受
け
、
ま
た
桃
夭
學
校
、
華
族

女
學
校
や
實
踐
女
學
校
で
生
徒
た
ち
に
和
歌
の
指
導
を
し
て
き
た
。



― 54 ―

教
え
る
者
と
指
導
を
受
け
る
者
と
し
て
の
経
験
を
生
か
し
て
、
明
治

三
十
四
年
（
一
八
九
一
）
に
博
文
館
か
ら
『
詠
歌
之
栞
』（
家
庭
文

庫
第
三
編
）
を
出
版
し
た
。「
歌
學
に
就
き
て
の
心
得
」
で
は
歌
の

起
源
、
沿
革
、
種
類
、
将
来
の
国
歌
新
た
に
起
る
べ
き
理
由
、
文
法

に
つ
い
て
、「
歌
の
式
に
就
き
て
の
心
得
」
で
は
、
歌
會
の
式
、
歌

の
書
式
、
歌
の
奬
掖
に
つ
い
て
、「
詠
歌
に
就
き
て
の
心
得
」
で
は
、

歌
の
精
神
、
歌
の
組
織
、
歌
の
姿
勢
、
歌
の
材
料
、
題
詠
。
画
賛
、

詞
書
等
、
作
例
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
和
歌
を
学
ぶ
人
や
指
導
者

の
手
引
き
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

歌
子
は
歌
の
心
得
と
精
神
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
歌

の
道
に
入
ろ
う
と
す
る
人
は
、
歌
学
も
詠
歌
も
す
る
べ
き
で
あ
る
。

歌
を
詠
も
う
と
す
る
と
き
の
一
つ
の
心
得
は
、「
意
を
誠
に
す
る
」

こ
と
で
あ
る
。
詠
出
す
る
歌
は
、
真
景
に
迫
り
、
実
物
を
と
ら
え
る

の
で
な
け
れ
ば
秀
詠
、
名
歌
が
出
て
く
る
も
の
で
は
な
い
。
虚
飾
浮

薄
の
歌
を
詠
ま
な
い
よ
う
に
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
歌

に
は
精
神
が
あ
る
。
歌
の
精
神
と
は
人
の
至
誠
、
至
情
に
発
す
る
も

の
で
、
偽
り
飾
り
な
き
真
成
の
歌
を
詠
む
べ
き
で
あ
る
。

歌
の
種
類
で
長
歌
、
短
歌
、
旋
頭
歌
、
今
様
、
唱
歌
、
軍
歌
、
新

体
詩
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
特
に
今
様
に
つ
い
て
は
、
国
歌
の

改
良
と
関
連
付
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
今
様
は
今
体
の
調

べ
で
、
七
五
、七
五
と
続
け
て
終
わ
り
も
七
五
で
止
め
る
。
明
治
の

文
明
開
化
の
空
気
は
広
ま
っ
て
き
た
の
に
、
我
が
国
歌
は
古
い
時
代

の
定
規
法
則
に
束
縛
さ
れ
て
、
い
ま
だ
に
そ
の
範
囲
か
ら
脱
却
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
歌
の
根
本
と
は
、「
感
じ
よ
り
生
れ
た
り
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
感
じ
よ
り
生
ま
れ
た
も
の
は
感
じ
に
働
き
、
感

じ
に
終
わ
る
べ
き
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
感
じ
の
働
き
は
、

我
の
み
感
ず
る
に
止
ま
ら
ず
他
人
を
も
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

音
楽
教
育
の
唱
歌
に
今
様
を
用
い
て
改
良
を
計
れ
ば
国
歌
の
進
歩
を

促
す
良
い
手
段
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
国
歌
の
改
良
は
、
国
風
音
楽
の

改
良
と
と
も
に
行
わ
れ
て
完
全
な
も
の
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
我
が
国
固
有
の
国
語
と
口
調
に
似
て
い
る
漢
語
、
洋
語
を
取
り

入
れ
て
、
今
様
体
の
唱
歌
に
詠
み
入
れ
、
歌
の
改
良
を
計
り
た
い
と

し
て
い
る
。

『詠歌の栞』
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ま
た
題
詠
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
題
詠
は
実
際

に
歌
を
詠
も
う
と
す
る
時
の
た
め
の
稽
古
練
習
で
あ
る
。
ま
た
折
り

が
あ
れ
ば
、
見
る
も
の
聞
く
も
の
を
、
心
に
思
う
ま
ま
読
む
こ
と
を

試
み
る
べ
き
で
あ
る
。
歌
の
題
が
「
月
」「
雪
」「
花
」
の
よ
う
に
一

字
一
物
で
あ
れ
ば
単
純
に
題
の
こ
と
を
詠
む
。
や
む
を
え
ず
題
に
添

え
る
景
物
材
料
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ら
は
軽
く
淡
い
も
の

に
す
る
。
山
月
、
都
花
、
野
雪
の
よ
う
に
「
何
々
の
月
、
何
々
の
花

と
い
う
題
を
合
せ
題
と
い
う
。
こ
の
場
合
、
月
、
雪
、
花
が
主
と
な

り
重
く
、
山
、
都
、
野
は
軽
く
読
む
。
心
に
真
景
を
思
い
浮
か
べ
て

詠
め
ば
実
際
に
見
聞
き
し
た
よ
う
に
歌
を
詠
む
こ
と
が
で
き
る
。
歌

子
の
こ
う
し
た
考
え
、
姿
勢
は
、
残
さ
れ
て
い
る
歌
会
の
記
録
に
も

示
さ
れ
て
い
る
。

『
新
題
詠
歌
捷
径
』
は
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
十
月
に
三

省
堂
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
た
和
歌
の
手
引
書
の
一
つ
で
あ
る
。
例
言

で
、
新
題
で
和
歌
を
詠
む
の
に
は
難
し
い
も
の
が
あ
る
。
和
歌
は
古

調
の
ま
ま
に
今
日
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
な
の
で
、
新
題
に
取
り

入
れ
る
の
は
少
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
本
書
は
歌
会
で
出
た
新
題
を

集
め
て
、
題
の
解
説
と
作
例
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
新
年
拝
賀

等
の
年
中
行
事
、
帝
國
議
会
、
女
学
校
、
舞
踏
会
、
農
家
、
自
転
車

等
の
乗
物
、
電
話
等
の
通
信
機
器
、
幻
燈
、
瓦
斯
燈
等
の
照
明
な
ど

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
高
崎
正
風
、
小
出
粲
、
黒
川
真
頼
、
税
所
敦

子
、小
池
道
子
等
の
歌
人
の
和
歌
を
作
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

新
題
と
は
、
新
奇
の
事
柄
、
物
体
な
ど
を
歌
の
題
と
す
る
も
の
を

い
う
。
新
題
を
詠
む
と
き
は
、
形
状
、
効
用
な
ど
を
詠
む
こ
と
を
良

し
と
す
る
。
題
が
示
す
事
物
を
知
ら
な
い
人
に
も
理
解
さ
れ
る
よ
う

に
詠
む
べ
き
で
あ
る
。題
を
設
け
て
詠
む
こ
と
が
多
い
今
の
世
で
は
、

新
題
を
出
さ
れ
て
詠
ま
ず
に
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
つ
ら
い
こ

と
で
あ
る
。
事
柄
や
物
体
が
和
訳
さ
れ
て
い
れ
ば
そ
れ
を
詠
み
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。
今
様
の
言
葉
や
物
の
名
で
あ
っ
て
も
和
歌
の
調

べ
に
障
ら
な
け
れ
ば
そ
の
ま
ま
詠
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ

て
い
る
。

『新題詠歌捷径』
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文
學
部
の
歌
会

歌
子
が
書
い
た
『
竹
の
若
葉
』
の
「
は
し
が
き
」
に
よ
れ
ば
、「
此

の
會
催
し
そ
め
た
お
り
し
は
、
わ
が
専
門
學
部
の
国
文
科
に
て
文
學

部
と
い
ふ
も
の
を
設
け
」
と
あ
り
、
国
文
科
に
付
属
す
る
会
と
し
て

い
る
。
ま
た
二
十
余
年
前
に
な
よ
竹
會
と
い
う
歌
会
を
開
催
し
て
い

た
。
こ
の
会
は
中
絶
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
頃
の
参
加
者
が

文
学
部
と
し
て
歌
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
聞
き
伝
え
て
参
加
す
る

と
こ
と
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

文
學
部
と
い
う
名
称
は
、
現
在
の
大
学
の
学
部
と
異
な
る
。「
な

よ
竹
」
第
二
十
三
号
（
昭
和
十
年
）
に
よ
れ
ば
、
實
踐
女
子
専
門
學

校
學
友
會
の
組
織
の
中
に
、
総
務
部
、
學
藝
部
（
國
文
科
・
英
文
科
）、

體
育
部
が
設
置
さ
れ
、
総
務
部
で
は
災
害
の
た
め
の
義
捐
金
寄
贈
、

學
藝
部
で
は
講
演
会
を
、
體
育
部
で
は
運
動
会
を
開
催
な
ど
の
活
動

の
た
め
に
予
算
措
置
が
さ
れ
て
い
る
。
文
學
部
と
い
う
名
称
も
こ
れ

と
同
様
の
も
の
と
考
え
る
。

文
學
部
と
し
て
歌
会
が
再
開
さ
れ
る
と
、
な
よ
竹
會
に
参
加
を
し

て
い
た
教
え
子
た
ち
が
参
加
し
た
。
下
田
歌
子
の
後
に
愛
國
婦
人
會

会
長
に
就
任
し
た
本
野
久
子
、
服
部
卯
之
吉
の
妻
で
秋
瑾
の
実
践
女

学
校
入
学
に
関
わ
っ
た
服
部
繁
子
、
近
衛
篤
麿
の
妻
の
近
衛
貞
子
ら

が
会
員
と
し
て
参
加
し
た
。
蜂
須
賀
笛
子
は
、
下
田
歌
子
の
紹
介
に

よ
る
も
の
と
考
え
る
。

「
な
よ
竹
」
第
十
三
号
（
大
正
十
四
年
十
月
）
の
「
文
學
部
だ
よ
り
」

に
は
、「
文
學
部
は
、帝
國
婦
人
協
會
の
一
事
業
と
し
て
起
つ
た
も
の
」

で
あ
り
、「
文
學
の
研
究
を
目
的
と
し
、
只
今
は
先
づ
作
歌
々
學
の

み
を
課
し
會
長
下
田
先
生
に
添
削
、
講
話
を
お
願
ひ
し
て
」
い
る
。

ま
た
「
文
學
部
は
歌
道
研
究
、
奨
励
の
爲
め
毎
月
一
回
（
兼
題
二
）

或
は
競
點
、或
は
各
評
、或
は
歌
合
せ
等
の
一
を
催
し
て
」
い
て
、「
婦

人
協
會
々
員
な
ら
ず
と
も
實
踐
女
學
校
教
職
員
、
卒
業
生
或
は
右
の

人
の
紹
介
が
あ
れ
ば
入
會
が
出
来
る
事
に
な
つ
て
」
い
る
と
記
さ
れ

て
い
る
。

大
正
八
年
に
「
帝

婦
人
協
会
文
学
部
規
程
」
が
定
め
ら
れ
た
。

次
は
そ
の
主
な
も
の
で
あ
る
。

『竹の若葉』
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一　

本
部
員
た
ら
ん
と
欲
す
る
者
は
、
申
込
書
に
住
所
姓
名
を
記
し

束
習
金
壱
円
を
そ
へ
て
差
出
さ
る
べ
し　

但
し
帝
国
婦
人
協

会
々
員
実
践
女
学
校
出
身
者
及
び
同
校
在
学
生
は
束
修
を
要
せ

ず

一　

本
部
は
歌
道
研
究
練
習
の
為
毎
月
一
回
競
点
各
評
及
び
歌
合
等

の
一
を
催
し
て
斯
道
の
奨
励
に
資
す　

但
し
当
分
の
内
一
カ
年

中
八
回
は
競
点
、
二
回
は
各
評
、
二
回
歌
合
と
す　

一　

本
部
競
点
歌
合
の
批
評
は
会
長
に
請
ひ
、
各
評
は
各
自
詠
出
者

の
評
を
付
し
而
る
後
会
長
の
批
判
を
請
ふ
べ
し

一　

本
部
員
は
其
の
希
望
に
よ
り
特
に
会
長
に
請
ひ
て
一
カ
月
五
首

以
内
の
添
削
を
請
ふ
こ
と
を
得

一　

本
部
は
春
秋
温
暖
の
好
季
に
於
て
歌
会
を
催
す
こ
と
あ
る
べ
し

一　

本
部
員
は
歌
学
に
関
す
る
講
話
を
会
長
に
請
ひ
て
聴
聞
す
る
こ

と
を
得

　
「
な
よ
竹
」
第
十
四
号
の
「
文
學
部
だ
よ
り
」
に
よ
れ
ば
、
大
正

十
五
年
一
月
三
十
日
の
午
後
三
時
か
ら
五
時
過
ぎ
ま
で
発
会
が
開
催

さ
れ
、兼
題
の
披
講
と
新
年
会
が
行
わ
れ
た
。
来
会
者
は
七
十
余
名
、

在
校
生
の
会
員
を
加
え
る
と
百
余
名
で
あ
っ
た
。
後
述
す
る
歌
会
の

記
録
で
あ
る
『
競
点
の
巻
』『
各
評
の
巻
』『
歌
合
の
巻
』
で
和
歌
を

詠
出
し
て
い
る
者
は
四
十
名
弱
な
の
で
、
毎
月
の
歌
会
で
は
そ
の
く

ら
い
の
人
数
が
集
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

『
竹
の
若
葉
』
で
は
短
歌
の
み
が
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の

文
學
部
と
し
て
の
歌
会
で
は
短
歌
、
歌
合
、
今
様
の
作
歌
の
ほ
か
に

一
種
物
合
せ
が
行
わ
れ
た
。「
な
よ
竹
」
第
十
三
号
の
「
文
學
部
だ

よ
り
」
に
よ
れ
ば
、
一
種
物
合
せ
と
は
平
安
時
代
の
宮
中
及
び
貴
族

の
邸
宅
で
臨
時
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
種
々
の
歌
の
題

を
分
け
て
皆
で
そ
れ
を
探
る（
探
題
）。
そ
の
探
り
あ
て
た
題
に
よ
っ

て
各
自
が
歌
を
詠
む
。
時
に
は
そ
の
題
意
に
適
う
古
歌
を
選
ん
で
、

そ
の
歌
の
意
味
を
と
っ
た
食
物
を
添
え
て
歌
と
共
に
出
す
。
ま
た
そ

の
食
物
に
表
し
た
趣
味
の
如
何
、
そ
の
食
物
の
品
評
等
を
し
、
食
物

の
意
匠
、
味
、
歌
の
最
も
良
い
も
の
を
第
一
と
し
、
次
を
二
等
三
等

と
し
て
興
を
催
し
た
も
の
で
あ
る
。
で
き
あ
が
っ
た
御
馳
走
を
持
っ

て
い
き
、
あ
る
時
は
生
の
物
を
持
ち
寄
り
調
理
し
た
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
が
歌
を
詠
む
と
い
う
こ
と
の
練
習
に
な

り
、
御
馳
走
を
自
分
で
作
る
の
で
、
料
理
の
練
習
や
種
々
意
匠
を
凝

ら
す
と
い
う
参
考
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
一
種
物
合
せ
は
、
歌
子

が
永
田
町
に
住
ん
で
い
た
時
に
、
新
年
の
会
に
余
興
的
に
開
催
し
た

も
の
で
、
文
學
部
が
再
興
さ
れ
る
と
新
年
の
発
会
に
は
こ
れ
を
催
す

こ
と
に
な
っ
た
。「
文
學
部
だ
よ
り
」
に
は
一
種
物
合
せ
十
一
例
を

記
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
近
衛
貞
子
は
題
「
若
菜
」
に
浅
緑
餅
菓
子

を
添
え
、
そ
の
頭
に
少
し
白
砂
糖
を
か
け
て
「
名
は
か
り
の
若
菜
な

り
け
り
わ
か
宿
の
か
き
ね
は
い
ま
た
雪
ふ
か
く
し
て
」
と
詠
ん
だ
。
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加
納
須
磨
子
は
題
「
岩
」
に
「
君
か
代
は
千
代
に
八
千
代
に
さ
ゝ
れ

石
の
い
は
ほ
と
な
り
て
苔
の
蒸
す
ま
で
」
と
特
に
有
名
な
古
歌
を
選

び
、
岩
お
こ
し
と
さ
ゞ
れ
石
と
い
う
菓
子
を
添
え
意
匠
を
示
し
た
。

下
田
歌
子
は
、
題
「
新
年
祝
」
に
品
物
は
焼
昆
布
と
焼
す
る
め
、
松

重
ね
の
紙
を
敷
い
て
、「
ま
れ
な
り
と
聞
き
つ
る
年
も
迎
へ
け
り
な

ほ
彌
榮
の
み
ち
に
す
ゝ
ま
む
」「
思
ふ
と
ち
よ
ろ
昆
布
顔
を
合
せ
つ
ゝ

つ
む
言
の
葉
よ
い
か
に
た
の
し
き
」
と
詠
ん
で
い
る
。

歌
会
の
記
録
の
表
紙
に
の
中
に
は
「
一
ノ
組
」「
二
ノ
組
」
と
記

し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。『
竹
の
若
葉
』　

の
凡
例
に
よ
れ
ば
「
一
、

二
組
と
わ
け
ら
れ
た
の
は
老
練
の
方
と
初
學
び
の
方
の
爲
に
と
の
、

心
し
ら
ひ
」
で
あ
り
、
歌
の
題
も
「
少
し
む
つ
か
し
い
題
と
、
や
ゝ

た
や
す
い
題
と
が
別
々
に
出
さ
れ
」
た
と
あ
り
、
早
く
か
ら
歌
子
の

指
導
を
受
け
て
い
た
者
と
そ
う
で
は
な
い
若
い
人
と
の
力
量
を
考
え

て
分
け
て
い
る
。

『
竹
の
若
葉
』

歌
集
『
竹
の
若
葉
』
は
、
大
正
八
年
十
一
月
か
ら
昭
和
二
年
十
月

ま
で
の
文
學
部
会
員
の
詠
出
し
た
和
歌
の
優
秀
な
も
の
を
選
び
編
集

し
た
も
の
で
あ
る
。
点
者
と
し
て
の
歌
子
の
和
歌
は
大
正
十
一
年
か

ら
詠
出
し
た
の
で
、そ
れ
以
前
の
も
の
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。「
香

雪
叢
書
」
第
二
巻
に
は
歌
子
の
和
歌
が
収
載
さ
れ
て
い
る
が
大
正
期

の
も
の
は
少
な
く
、
大
正
期
の
歌
子
の
和
歌
を
知
る
う
え
で
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。
新
年
、
春
の
部
、
夏
の
部
、
秋
の
部
、
冬
の
部
、
雑

の
部
に
分
け
け
て
編
集
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に
笛
子
の
和
歌

三
十
一
首
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
掲
載
さ
れ
て
る
順
に
歌
の

題
（
開
催
年
）、
笛
子
の
和
歌
を
記
し
た
。
詠
出
者
名
は
す
べ
て
松

田
笛
子
で
あ
る
。

門
松
（
大
正
十
年
）

少
女
子
が
つ
く
羽
子
そ
れ
て
わ
か
ぬ
か
な
門
の
小
松
の
葉
に
や
こ
も

り
し

梅
の
花
咲
き
た
る
宿
に
客
人
あ
り
（
大
正
十
四
年
）

梅
の
花
咲
き
匂
は
す
都
人
我
山
住
を
と
ひ
こ
ま
し
や
は

名
所
春
曙
（
大
十
四
年
）

梅
が
香
も
ゆ
る
く
う
こ
き
て
あ
か
つ
き
の
か
す
み
わ
か
る
ゝ
月
が
瀬

の
里

若
草
（
大
正
十
年
）

貸
家
の
み
た
ち
な
ら
ひ
つ
ゝ
わ
か
く
さ
の
も
ゆ
る
と
こ
ろ
の
せ
は
く

な
り
た
る
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土
筆
（
大
正
十
四
年
）

新
ら
し
き
家
居
た
ち
そ
ひ
土
筆
つ
む
原
も
こ
と
し
は
せ
は
く
な
り
ぬ

る

燕
（
大
正
九
年
）

紅
の
つ
ゝ
し
花
咲
く
庭
の
面
に
む
ら
雨
ふ
り
て
燕
と
ふ
な
り

山
吹
（
大
正
十
年
）

ふ
ゝ
め
る
も
さ
か
り
過
き
し
も
藤
の
花
ゆ
か
り
の
い
ろ
は
な
つ
か
し

く
し
て

蝶
（
大
正
十
年
）

高
く
ひ
き
く
む
つ
れ
あ
ひ
つ
ゝ
と
ふ
蝶
の
か
け
も
の
と
け
き
花
の
下

み
ち

新
竹
（
大
正
十
年
）

去
年
よ
り
も
今
年
は
や
と
の
わ
か
竹
の
ふ
と
し
き
か
け
そ
多
く
な
り

た
る

渡
頭
子
規
（
大
正
十
三
年
）

わ
た
し
舟
さ
し
て
行
手
の
川
岸
の
若
葉
の
森
に
な
く
ほ
と
ゝ
き
す

採
苗
（
大
正
十
年
）

さ
な
へ
と
る
山
田
の
賤
の
い
と
な
さ
を
お
も
い
や
ら
な
ん
み
や
ひ
を

の
と
も

美
し
き
兒
の
苺
く
ひ
た
る
（
大
正
十
二
年
）

赤
き
ほ
ゝ
一
し
ほ
そ
め
て
紅
の
い
ち
こ
く
ふ
子
の
ゑ
顔
め
く
し
も

夕
立
（
大
正
九
年
）

ま
と
の
戸
を
さ
す
ひ
ま
も
な
き
夕
立
に
机
の
ふ
み
も
し
と
ゝ
ぬ
ら
し

ぬ

蚊
遣
火
（
大
正
十
年
）

ふ
く
る
ま
で
文
よ
む
ほ
と
に
か
や
り
火
の
も
え
つ
く
し
け
ん
蚊
の
こ

ゑ
そ
す
る夏

覊
旅
（
大
正
十
一
年
）

か
け
も
な
き
道
行
く
た
ひ
は
馬
よ
り
も
の
れ
る
人
こ
そ
ま
つ
つ
か
れ

け
れ

蟲
（
大
正
九
年
）

さ
し
こ
め
し
む
く
ら
か
門
に
さ
ひ
し
く
も
は
た
に
き
は
し
き
虫
の
こ

ゑ

く
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暁
霧
（
大
正
十
三
年
）

世
の
中
の
ち
り
も
け
か
れ
も
た
ち
か
く
す
さ
き
り
に
清
し
あ
か
つ
き

の
庭

雁
（
大
正
九
年
）

月
高
く
軒
に
か
ゝ
り
て
中
そ
ら
に
小
さ
く
見
ゆ
る
か
り
の
一
つ
ら

擣
衣
（
大
正
九
年
）

人
里
の
あ
り
と
も
見
え
ぬ
み
山
へ
に
ふ
け
て
き
ぬ
た
の
音
の
聞
ゆ
る

漁
村
擣
衣
（
大
正
十
三
年
）

を
の
子
等
は
今
宵
も
沖
に
い
て
は
こ
ゝ
殘
る
つ
ま
子
や
き
ぬ
た
う
つ

ら
ん

秋
田
（
大
正
九
年
）

あ
か
つ
き
の
き
り
の
そ
こ
な
る
小
山
田
の
稻
の
ほ
の

く
し
ら
み
そ

め
た
る

木
枯
（
大
正
十
年
）

も
の
ゝ
ね
を
ふ
き
さ
そ
ひ
來
し
木
枯
は
す
こ
き
も
の
か
ら
な
つ
か
し

き
か
な

霜
（
大
正
九
年
）

白
菊
の
葉
さ
へ
そ
赤
く
な
り
に
け
る
結
へ
る
し
も
の
ふ
か
さ
し
ら
れ

て

霰
（
大
正
十
年
）

白
き
は
な
こ
ほ
れ
た
る
か
と
見
つ
る
か
な
八
ツ
手
の
ひ
ろ
葉
ま
ろ
ふ

あ
ら
れ
を神

樂
（
大
正
十
年
）

舞
人
の
小
忌
の
袂
の
し
ろ
た
へ
も
庭
火
に
は
え
て
貴
と
か
り
け
り

閑
窓
雨
（
大
正
十
二
年
）

ま
と
近
き
机
の
ふ
み
も
ぬ
れ
て
け
り
は
せ
を
に
そ
ゝ
く
雨
の
し
ふ
き

に

松
（
年
不
明
）

う
ち
つ
け
に
松
の
け
ふ
り
と
思
ひ
し
は
み
と
り
の
花
の
ち
る
に
さ
り

け
る

山
家
人
稀
（
大
正
十
年
）

白
雲
の
ゆ
き
か
ふ
の
み
と
み
し
山
を
ま
れ
に
は
の
ほ
る
人
も
あ
り
け

り
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春
日
局
（
大
正
十
年
）

わ
か
竹
を
も
り
の
木
か
け
の
ひ
ろ
け
れ
ば
三
河
の
水
の
末
も
か
れ
せ

す

孟
母
（
大
正
十
四
年
）

三
度
ま
て
す
ま
ひ
を
か
へ
て
子
の
爲
に
を
し
へ
し
親
の
尊
く
も
あ
る

か

張
良
（
大
正
十
三
年
）

老
人
に
靴
を
さ
ゝ
け
し
手
に
こ
そ
は
あ
め
の
下
を
も
な
て
を
さ
め
け

め『
竹
の
若
葉
』
に
続
く
歌
集
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
続
く

も
の
が
、下
田
資
料
に
保
管
さ
れ
い
る『
競
点
の
巻
』『
合
評
の
巻
』『
歌

合
』
な
ど
の
記
録
で
あ
る
。

『
競
点
の
巻
』『
合
評
の
巻
』『
歌
合
』

『
詠
歌
の
栞
』
で
は
、
和
歌
を
学
ぶ
人
に
っ
て
有
益
な
方
法
と
し

て
競
点
、
各
評
、
歌
合
な
ど
を
取
り
上
げ
て
解
説
し
て
い
る
。

競
点
の
方
法
は
、
ま
ず
詠
人
に
題
を
分
け
て
、
期
日
を
定
め
て
詠

出
さ
せ
る
。
取
集
め
人
は
名
を
伏
せ
て
和
歌
を
巻
に
書
き
だ
し
、
師

（
点
者
）
に
提
出
す
る
。
師
は
開
巻
の
期
日
ま
で
に
天
地
人
、
甲
乙

丙
な
ど
の
添
削
を
す
る
。
文
學
部
で
は
日
月
星
辰
を
点
と
し
て
用
い

て
い
る
。
和
歌
の
性
質
が
良
い
時
は
、
少
し
の
誤
り
が
あ
っ
て
も
秀

逸
の
地
位
を
得
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
初
学
の
人
の
た
め
に
は
よ
い

奨
励
法
で
あ
る
。

各
評
と
は
、
昔
は
衆
議
判
と
い
っ
た
。
人
々
の
歌
の
批
判
を
詠
人

が
互
い
に
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
方
法
は
、ま
ず
題
を
分
け
て
、

期
日
を
定
め
て
詠
出
さ
せ
る
。
取
集
め
人
は
匿
名
に
し
て
順
序
立
て

て
記
し
て
詠
出
者
に
示
す
と
、
各
々
写
し
て
心
の
ま
ま
に
批
評
し
、

甲
乙
を
も
付
す
。
師
は
競
点
と
同
じ
よ
う
に
判
じ
る
。
こ
れ
を
堅
評

と
い
う
。
開
巻
の
当
日
に
各
々
批
評
の
言
葉
を
示
す
。
初
心
の
人
の

和
歌
の
善
悪
を
見
分
け
る
稽
古
と
な
る
。

歌
合
は
風
雅
の
遊
び
で
あ
る
。
歌
合
せ
の
当
世
風
の
作
法
は
、
歌

人
の
社
中
か
ら
左
右
の
頭
人
を
選
ぶ
。
頭
人
の
二
人
は
詠
人
の
力
量

を
考
え
左
右
に
分
け
る
。
歌
の
題
を
定
め
、
期
日
を
定
め
て
詠
草
を

頭
人
に
提
出
す
る
。
頭
人
は
和
歌
を
す
べ
て
集
め
、
左
右
を
結
び
合

わ
せ
て
一
巻
と
し
、
巻
の
始
め
に
題
、
詠
人
、
判
者
を
記
し
、
そ
の

次
よ
り
紙
の
半
面
に
左
の
和
歌
、
右
の
和
歌
を
書
き
、
残
り
は
白
い

ま
ま
に
す
る
。
無
名
で
判
者
に
提
出
す
る
と
、
判
者
は
批
評
の
言
葉

を
記
す
。
そ
の
巻
を
披
講
す
る
人
は
読
み
上
げ
な
が
ら
朱
で
詠
人
の

名
を
書
き
、
ま
た
左
右
の
文
字
の
下
に
勝
、
持
な
ど
優
劣
を
示
す
言

葉
を
記
す
。
競
争
と
い
う
こ
と
も
和
歌
の
進
歩
の
た
め
に
は
必
要
な
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奨
励
法
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

『
下
田
資
料
目
録
』
を
参
照
す
る
と
、「
歌
会
・
歌
合
・
競
点
」
の

項
に
は
約
四
十
点
の
資
料
が
あ
る
。
昭
和
十
一
年
七
月
開
催
の
『
競

点
の
巻
』
が
あ
り
。
歌
子
の
晩
年
ま
で
歌
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
五
年
三
月
か
ら
昭
和
六
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
歌
会
の
記
録

十
二
冊
に
笛
子
の
和
歌
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
は
そ
れ
ら
の
資

料
の
書
誌
で
あ
る
。
書
名
の
後
の
（　

）
の
数
字
は
下
田
資
料
の
番

号
で
あ
る
。

短
歌

1　

競
点
の
巻　
（
二
二
四
）

表
紙　

墨
書
打
ち
付
け
書
き

昭
和
五
年
三
月

競
点
の
巻

文
學
部

詠
草　

ペ
ン
書　
　

競
点
・
評　

赤
ペ
ン
書

本
文
八
枚　

縦
二
四
・
五　

横
一
六
・
八
糎

2　

各
評
の
巻　
（
二
二
六
）

表
紙　

墨
書
打
ち
付
け
書
き

昭
和
五
年
五
月

各
評
の
巻

文
學
部

詠
草　

墨
書　
　

評
点
・
評　

朱
筆

本
文
九
枚　

縦
二
七
・
八　

横
二
〇
・
〇
糎

3　

競
点
の
巻　
（
二
二
九
）

表
紙　

墨
書
打
ち
付
け
書
き

昭
和
五
年
七
月

競
点
の
巻

文
學
部

詠
草　

墨
書　
　

競
点
・
評　

朱
筆

本
文
八
枚　

縦
二
七
・
六　
　

横
二
〇
・
一
糎

4　

各
評
の
巻　
（
二
三
一
）

表
紙　

墨
書
打
ち
付
け
書
き

昭
和
五
年
九
月

各
評
の
巻

文
學
部

詠
草　

ペ
ン
書　
　

競
点
・
評　

朱
筆

本
文
八
枚　

縦
二
四
・
四　

横
一
六
・
七
糎

5　

競
点
の
巻
（
二
三
二
）

表
紙　

墨
書
打
ち
付
け
書
き

昭
和
五
年
十
月

競
点
の
巻　

一
、二
の
組

文
學
部

詠
草　

ペ
ン
書　
　

競
点
・
評　

赤
ペ
ン
書
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本
文
十
一
枚　

縦
二
四
・
五　

横
一
六
・
八
糎

裏
表
紙
表
に
歌
子
の
評
が
記
さ
れ
て
い
る
。

6　

競
点
の
巻
（
二
三
三
）

表
紙　

墨
書
打
ち
付
け
書
き

昭
和
五
年
十
一
月

競
点
の
巻

文
學
部

詠
草　

墨
書　
　

競
点
・
評　

朱
筆

本
文
九
枚　

縦
二
七
・
四　
　

横
一
九
・
八
糎

裏
表
紙
表
に
歌
子
の
評
が
記
さ
れ
て
い
る
。

7　

競
点
の
巻
（
二
三
四
）

表
紙　

墨
書
打
ち
付
け
書
き

昭
和
五
年
十
二
月

競
点
の
巻

文
學
部

詠
草　

墨
書　
　

競
点
・
評　

朱
筆

本
文
九
枚　

縦
二
七
・
四　
　

横
一
九
・
八
糎

8　

競
点
の
巻
（
二
二
二
）

表
紙　

サ
イ
ン
ペ
ン
打
ち
付
け
書
き

競
点
の
巻

詠
草　

謄
写
版
刷　

競
点
・
評　

赤
ペ
ン
書

詠
出
者
名　

黒
ペ
ン
書　

後
か
ら
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の

本
文
九
枚　

縦
二
四
・
五　
　

横
一
七
・
八
糎

表
紙
が
欠
落
し
て
い
た
た
め
資
料
整
理
を
担
当
し
て
い
た
図
書

館
職
員
が
和
紙
に
書
名
を
書
き
付
け
て
表
紙
と
し
た
。

巻
末
に
「
昭
和
六
年
一
月
半
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

今
様

1　

競
点
の
巻
（
二
二
七
）

表
紙　

墨
書
打
ち
付
け
書
き

昭
和
五
年
六
月

競
点
の
巻　
　
　

一
ノ
組

文
學
部

詠
草　

墨
書　
　

競
点
・
評　

朱
筆

本
文
一
一
枚　

縦
二
七
・
八　

横
二
〇
・
〇
糎

一
ノ
組
は
今
様
、
二
ノ
組
は
短
歌
を
詠
出
し
て
い
る
。

歌
合

1　

歌
合
の
巻
（
二
二
五
）

表
紙　

墨
書
打
ち
付
け
書
き

昭
和
五
年
四
月

歌
合
の
巻

文
學
部

詠
草　

ペ
ン
書　
　

判
定
・
評
・
詠
出
者
名　

赤
ペ
ン
書
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本
文
三
二
枚　

縦
二
四
・
六　
　

横
一
六
・
八
糎

2　

歌
合
の
巻
（
二
三
〇
）

表
紙　

墨
書
打
ち
付
け
書
き

昭
和
六
年
四
月

歌
合
の
巻

文
學
部

詠
草　

墨
書　
　

判
定
・
評　

朱
筆

本
文
三
三
枚　

縦　

二
七
・
四　

横
一
九
・
八
糎

3　

歌
合
の
巻
（
二
三
六
）

表
紙　

墨
書
打
ち
付
け
書
き

昭
和
六
年
四
月

歌
合
の
巻

文
學
部

詠
草　

ペ
ン
書　
　

判
定
・
評
・
詠
出
者
名　

赤
ペ
ン
書

本
文
三
七
枚　

縦
二
四
・
九　

横
一
六
・
八
糎

和
歌
と
評
の
翻
刻
・
解
説

右
の
書
誌
の
順
に
従
っ
て
、
笛
子
の
和
歌
と
そ
れ
に
添
え
ら
れ
た

点
者
（
判
者
）
歌
子
の
評
、
巻
末
に
記
さ
れ
た
評
を
翻
刻
し
た
。
書

名
に
続
け
て
歌
会
の
開
催
年
月
を
書
い
た
。
一
回
の
歌
会
で
は
題
が

二
つ
出
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
「
題
一
」「
題
二
」
と
区
別
し
て
歌

の
題
を
記
し
た
。
詠
出
者
名
の
笛
子
の
氏
名
が
異
な
る
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
に
氏
名
を
原
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ま
ま
に
記
し
た
。
原
本
に

近
い
形
で
競
点
（
日
月
星
辰
）、
歌
番
号
を
記
し
、
和
歌
、
和
歌
に

つ
い
て
の
点
者
の
評
を
翻
刻
し
た
。
巻
末
の
点
者
の
評
は「
点
者
評
」

と
付
記
し
て
翻
刻
を
し
、
最
後
に
解
説
を
記
し
た
。
翻
刻
し
た
個
所

に
つ
い
て
は
、
巻
末
の
図
版
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

短
歌

1　

競
点
の
巻　

昭
和
五
年
三
月
（
二
二
四
）

題
一　

田
家
春
雨

松
田
笛
子

月
上　

二
七

 

春
雨
の
の
と
か
に
け
ふ
る
田
舎
み
ち
く
は
も
た
る
人

の
ぬ
れ
つ
ゝ
そ
行
く

を
り
か
ら
の
光
景
げ
に
と
お
ぼ
ゆ
な
ほ
四
句
今

少
し
あ
ら
ま
ほ
し
き
心
地
は

す
れ
ど
さ
て
も
あ
り
な
ん

題
二　

捨
子

笛
子

月
上　

六
二

 

み
と
り
子
の
ゑ
か
ほ
の
上
に
ち
る
花
を
す
て
た
る
親

は
な
（
い
か
）
に
と
（
削
除
）
見
る
ら
ん

げ
に
さ
る
こ
と
も
ぞ
と
あ
は
れ
に
こ
そ
は
猶
結

句
は
か
く
あ
ら
ま
ほ
し

点
者
評
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こ
た
び
の
巻
は
め
で
た
き
も
少
な
か
ら
ず
い
と
心
ゆ
き
て

ぞ
お
ぼ
え
た
り
し
な
ほ
捨
子
の
う
た
こ
と
に
よ
し

と
覚
え
つ
る
が
あ
り
し
は
女
性
の
歌
と
し
て
は
い
と
つ
き

く
し
う
こ
そ
あ
り
け
れ
春
の
光
は
言
葉
の
花
の

色
を
も
香
を
も
増
す
ら
ん
と
頼
も
し
う
こ
そ
は

昭
和
五
年
三
月
初
旬　
　
　
　
　
　
　
　

点
者
し
る
す

　

競
点
は
ど
ち
ら
も
月
上
で
高
得
点
と
な
っ
て
い
る
。
競
点
は
通
常

日
月
星
辰
で
示
さ
れ
る
。
次
の
『
各
評
の
巻
』
の
点
者
の
評
に
「
第

二
位
に
定
め
つ
ゝ
も
猶
こ
と
に
勝
れ
た
る
は
上
の
印
」
を
し
た
と
述

べ
て
い
る
。笛
子
の
和
歌
に
上
を
付
け
加
え
た
の
も
そ
の
意
で
あ
る
。

歌
子
は
「
田
家
春
雨
」
を
詠
ん
だ
笛
子
の
和
歌
を
良
し
と
し
な
が

ら
、「
今
少
し
あ
ら
ま
ほ
し
き
」
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
題
で
日
を

得
た
も
の
は
一
名
、
本
田
一
子
の
「
む
し
ろ
織
る
音
も
の
と
か
に
聞

く
ゆ
な
り
春
雨
け
ふ
る
小
田
の
一
つ
家
」
で
あ
る
。
こ
の
和
歌
に
対

し
て
歌
子
の
評
は
、「
情
況
げ
に
と
お
ぼ
え
て
い
ひ
の
な
し
も
と
ゞ

こ
ほ
る
所
が
な
し
」
と
述
べ
、
ま
た
「
一
つ
家
」
を
結
句
に
も
っ
て

き
た
こ
と
を
「
新
色
灰
め
き
ぬ
か
し
」
と
評
価
し
て
い
る
。

「
捨
子
」
で
は
、「
ち
る
花
を
す
て
た
る
親
」
は
、
花
を
捨
て
る
と

子
を
捨
て
る
を
か
け
、
子
の
笑
顔
を
見
つ
め
る
親
の
心
情
に
心
を
寄

せ
た
。

2　

各
評
の
巻　

昭
和
五
年
五
月
（
二
二
六
）

題
一　

梅
實

松
田
扶
盈
子

星　

一
二

 

む
し
く
ひ
の
こ
ゑ
に
梢
を
見
あ
く
れ
は
三
つ
四
つ
四
二

つ
（
に
）
う
め
る
（
り
）三
梅
の
実

め
く
き
小
鳥
思
ひ
よ
れ
た
れ
ど
こ
の
梅
の
実
の
さ
ま
を

見
れ
は
こ
は
同
じ
く
は
初
二
句

「
さ
み
だ
れ
の
晴
れ
間
に
い
て
ゝ
」
な
ど
あ
ら
ん
方
つ

き

く
し
か
る
べ
く
下
句
も
か
く
あ
ら

は
や
さ
れ
ど
も
と
の
ま
ゝ
に
て
も
無
下
に
悪
し
と
に
は

あ
ら
ず

題
二　

水
鶏

扶
盈
子

星　

五
七

 

若
楓
う
つ
る
（
ゆ
ら
く
）
み
き
は
に
声
た
て
ゝ
あ
は
れ

（
削
除
）二
く
ひ
な
の
な
に
（
を
）一
た
ゝ
く
（
な
る
）
ら

ん

光
景
つ
き

く
し
く
は
あ
れ
ど
四
句
少
し
心
ゆ
か

ず
四
五
句
か
く
て

立
ち
勝
り
ぬ
べ
し
猶
二
句
同
じ
く
は
か
く
あ
ら
ま

ほ
し

点
者
評

こ
た
び
の
巻
は
思
ひ
の
外
に
め
で
た
き
が
多
く
て
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ほ
と

く
思
ひ
ま
ど
ひ
給
ひ
き
故
に
第
二
位
に

定
め
つ
ゝ
も
猶
こ
と
に
勝
れ
た
る
は
上
の
印
し
て

置
き
つ
題
は
二
つ
な
が
ら
取
材
狭
き
方
な
り
し

を
か
え
す

ぐ
も
う
れ
し
う
ぞ
覚
え
し

た
ゆ
み
な
き
い
そ
し
み
に
や
う

く
こ
と
の
は
の

玉
の
ひ
か
り
も
そ
ひ
た
ま
ふ
ら
ん
と
頼
も
し

こ
の
を
り
す
ぐ
さ
ず
励
み
た
ま
へ
や

昭
和
五
年
五
月
半　
　
　
　

點
者
し
る
す

　
「
梅
實
」
で
は
四
句
の
「
三
つ
四
つ
二
つ
」
の
「
二
つ
」
を
「
二

つ
に
」
と
し
、
さ
ら
に
「
三
つ
四
つ
」
と
入
れ
替
え
る
。「
う
め
る
」

を
「
う
め
り
」
と
し
、
読
む
順
と
し
て
「
う
め
り
」
に
「
三
」、「
二

つ
に
三
つ
四
つ
」
に
「
四
」
を
付
し
、「
一
」「
二
」
が
な
い
。
添
削

の
と
お
り
に
読
む
と
「
う
め
り
二
つ
に
三
つ
四
つ
梅
の
実
」
と
な
る
。

笛
子
の
和
歌
で
は
こ
の
枝
に
三
つ
四
つ
と
数
え
、
別
の
枝
に
二
つ
を

見
つ
け
る
。
歌
子
の
添
削
で
は
、
梅
の
実
を
、
二
つ
三
つ
四
つ
と
順

に
数
え
て
い
る
様
に
な
る
か
。
添
削
の
意
図
が
理
解
し
に
く
い
。

「
水
鶏
」
の
和
歌
は
、「
あ
は
れ
」
と
感
情
を
表
現
す
る
言
葉
を
い

れ
ず
情
景
を
歌
う
。
ま
た
下
句
を
「
な
に
を
く
ひ
な
の
た
ゝ
く
な
る

ら
む
」
と
添
削
し
て
い
る
。

3　

競
点
の
巻　

昭
和
五
年
七
月
（
二
二
九
）

題
一　

天
の
川

松
田
扶
盈
子

月
上　

二
七

 

現
し
世
の
あ
つ
さ
も
夜
は
消
え
て
け
り
天
の
河
原
の

風
や
吹
く
ら
ん

申
す
む
ね
な
く
め
で
た
し
さ
れ
ど
下
句
少
し
耳

な
れ
た
る
心
地
す
れ

ば
い
か
に
そ
や
覚
ゆ
れ
ど
優
に
け
だ
か
く
い
と

す
て
が
た
く
な
ん

題
二　

湖
上
舟

扶
盈
子

月
上　

五
九

 

ふ
き
落
ろ
す
箱
根
嵐
に
芦
ノ
湖
や
う
か
へ
し
（
一
葉

の
小
）
舟
の
（
削
除
）
ゆ
れ
に
ゆ
れ
つ
ゝ

げ
に
さ
る
事
も
こ
そ
は
も
と
の
ま
ゝ
に
て
も
よ

く
聞
え

れ
ど
四
句
か
く
あ
ら
ば
こ
と
に
を
か
し
か
る
べ

く
ぞ

点
者
評

こ
た
び
の
巻
湖
上
は
め
で
た
く
天
の
河

は
少
し
た
ち
下
り
て
見
え
し
は
こ
は

棚
機
の
か
た
に
よ
み
人
の
こ
ゝ
ろ
引
か
れ

た
ま
ひ
し
に
て
強
ち
歌
が
ら
の
悪
し

き
に
は
あ
ら
ざ
り
し
を
と
思
ふ
に
い
と
ほ
し
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な
ほ
秋
風
た
ち
な
む
日
を
待
ち
て

更
に
光
そ
へ
な
さ
ん
こ
と
の
は
の
玉
か
づ
き

い
て
た
ま
へ
と
こ
そ
は　
　
　
　
　
　

點
者

昭
和
五
年
七
月
半

　

笛
子
の
和
歌
は
優
雅
で
あ
る
が
、「
天
の
河
原
の
風
や
吹
く
ら
ん
」

は
平
凡
な
表
現
で
あ
る
。
巻
末
の
評
で
は
、「
天
の
川
」
と
い
う
題

で
は
、
詠
者
が
七
夕
を
思
い
心
惹
か
れ
て
歌
が
悪
い
と
い
う
。
そ
の

た
め
か
「
天
の
川
」
で
は
競
点
日
を
得
た
和
歌
は
な
い
。

「
湖
上
舟
」
で
は
、
嵐
に
芦
湖
の
湖
面
は
波
立
ち
、
小
舟
が
波
に

も
ま
れ
る
よ
う
に
ゆ
れ
て
い
る
様
子
を
歌
っ
た
。「
う
か
へ
し
舟
」

を
「
一
葉
の
小
舟
」
と
す
れ
ば
「
ゆ
れ
に
ゆ
れ
つ
つ
」
が
生
き
て
く

る
。
こ
の
題
で
日
を
得
た
の
は
一
名
で
あ
る
。

4　

各
評
の
巻　

昭
和
五
年
九
月
（
二
三
一
）

題
一　

早
秋

松
田
扶
盈
子

月
上　

三
二

 

あ
き
な
れ
や
（
さ
）
し
め
（
削
除
）
忘
れ
た
る
窓
の

戸
を
吹
き
入
る
風
の
け
さ
は
身
に
し
む

こ
も
二
句
を
か
し
も
と
の
ま
ゝ
に
て
も
あ
り
ぬ

べ
け
れ
ど
同
じ
く
は
か
く
ぞ
猶
し
ひ
て

い
は
ゞ
初
秋
に
あ
ら
ま
ほ
し
き
心
地
す

題
二　

孝

扶
盈
子

月　

三
六

 

た
ら
ち
ね
の
親
（
を
）
思
ふ
時
い
つ
も

く
を
さ
な
心

に
た
ち
か
へ
り
つ
ゝ

げ
に
ぞ
子
と
云
ふ
も
の
ゝ
真
情
な
る
や
さ
れ
ど
今

少
し
孝
の
心
し
ら
ひ
深
く
あ
ら

ま
ほ
し
く
ぞ
覚
ゆ
る
さ
は
れ
大
方
申
す
む
ね
も
少

な
け
れ
ば

点
者
評

こ
た
び
の
巻
は
い
と
め
で
た
き
が
多
く
て
思
ひ
ま
ど
ひ
つ
ゝ
抜
歌

あ
ま
た
も
の
し
つ
る
い
と

く
珍
ら
か
な
る
た
め
し
に
こ
そ
は
辛

う
じ
て
い
と
を
ほ
し
う
覚
ゆ
る
も
割
愛
し
て
第
二
位
に
下
し
つ
る

ま
ゝ
に
さ
て
も
し
の
び
難
き
は
上
の
印
を
つ
け
置
き
た
り
や
う

く

蛍
雪
の
ま
ど
に
光
り
加
は
れ
る
は
う
れ
し
と
も
う
れ
し
か
ら
ず
や

は
点
者
の
は
い
た
く
た
ち
後
れ
て
恥
か
ぐ
や
か
し
う
な
む

昭
和
五
年
九
月
末
つ
方　
　
　
　
　
　
　
　
　

點
者

　
「
早
秋
」
で
は
、
歌
の
題
が
「
初
秋
」
な
ら
ば
「
吹
き
入
る
風
の

け
さ
は
身
に
し
む
」
と
い
う
表
現
が
あ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
題

詠
歌
で
は
、
題
に
示
さ
れ
た
情
景
を
理
解
し
適
切
な
言
葉
を
選
ば
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
孝
」
で
は
、
親
を
思
う
と
き
は
い
つ
も
幼
少

の
頃
の
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
歌
子
は
「
げ
に
ぞ
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子
と
云
ふ
も
の
ゝ
真
情
」
と
理
解
す
る
が
、「
孝
の
心
し
ら
ひ
深
く

あ
ら
ま
ほ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
歌
の
題
の
理
解
を
深
め

て
詠
む
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

歌
子
は
、
点
者
の
評
で
優
れ
た
歌
が
多
く
思
い
迷
っ
た
と
述
べ
て

い
る
。
日
を
得
た
者
は
「
早
秋
」
で
一
名
、「
孝
」
で
は
二
名
い
る
。

5　

競
点
の
巻　

昭
和
五
年
十
月
（
二
三
二
）

題
一　

紅
葉
賀

松
田
扶
盈
子

日　

一
五

 

ひ
る
か
へ
す
舞
の
袂
の
か
ゝ
や
き
に
う
ら
（
か
ゝ
）
や

さ
（
か
）
し
と
や
紅
葉
ち
る
ら
ん

め
で
た
う
も
こ
は
猶
四
句
同
じ
く
は
か
く
あ
ら
ば

や
上
句
は
こ
と
に
華
や
か
な
り

や
結
句
も
今
少
し
あ
ら
ま
ほ
し
き
や
う
な
れ
ど
い

と
さ
ば
か
り
は
と
て
な
ん

題
二　

西
行
法
師

扶
盈
子

星
上　

二
二

 

ま
（
く
も
り
な
き
）
こ
こ
ろ
の
玉
（
を
）
も
た
る
身

（
な
れ
）
は
し
ろ
か
ね
の
猫
の
あ
た
ひ
（
削
除
）
も

何
に
か
は
（
削
除
）
せ
む

思
ひ
よ
ら
れ
た
れ
ど
い
ひ
の
な
し
今
少
し
と
り

直
し
て
め
で
た
く
な
り
に

た
れ
ど
す
べ
な
し

点
者
評

こ
た
び
の
巻
は
題
の
た
や
す
か
ら
ざ
り
し
け
る
や

日
頃
よ
り
も
た
ち
後
れ
た
る
が
す
く
な
か
ら
で

口
を
し
う
こ
そ
は

さ
れ
ど
ま
れ
に
は
い
と
よ
く
よ
み
お
ほ
せ
た
ま
へ
る
も

あ
り
し
は
少
し
心
ゆ
き
て
そ
覚
え
た
り
し
猶

大
方
よ
り
い
は
ゞ
や
う

く
高
峰
近
く
は
す
ゝ
み

た
ま
ひ
つ
い
か
で
た
ゆ
み
な
う
い
そ
し
み

　
　

た
ま
へ
か
し

昭
和
五
年
十
月
半　
　
　
　
　
　
　

點
者

　
「
紅
葉
賀
」
の
和
歌
は
、
笛
子
の
記
憶
の
中
に
あ
る
情
景
な
の
だ

ろ
う
か
。点
者
の
評
に
あ
る
よ
う
に
情
景
が
明
る
く
華
や
か
で
あ
る
。

笛
子
の
和
歌
は
、
紅
葉
を
眺
め
る
若
い
女
性
の
あ
で
や
か
な
振
袖

の
袂
が
秋
風
に
吹
か
れ
て
、ま
る
で
舞
を
舞
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
姿
は
秋
の
日
に
映
え
て
輝
く
よ
う
に
美
し
い
。
優
雅
な
そ
の
姿

に
、さ
ら
に
美
し
さ
を
添
え
よ
う
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
、紅
葉
が
散
っ

て
い
る
、
と
い
う
意
で
あ
る
。
歌
子
は
、「
か
ゝ
や
き
」「
う
ら
か
ゝ

や
か
し
」
と
言
葉
を
重
ね
て
強
調
し
て
い
る
。
結
句
の
「
紅
葉
ち
る

ら
ん
」
は
平
凡
に
思
う
の
か
、「
今
少
し
」
と
工
夫
を
求
め
て
い
る
。

「
西
行
法
師
」
の
添
削
は
、
点
者
が
「
今
少
し
直
し
て
め
で
た
く
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な
り
に
た
れ
ど
す
べ
な
し
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
添
削
の
後
を

た
ど
っ
て
読
ん
で
み
る
が
、
和
歌
と
し
て
は
整
わ
な
い
。「
し
ろ
か

ね
の
猫
」
と
は
、『
吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
閏
七
月
一
五
日
に
鶴
岡
社

頭
で
頼
朝
は
西
行
と
出
会
う
。
西
行
は
頼
朝
に
歌
道
や
兵
法
の
こ
と

に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
て
答
え
た
。
翌
日
退
出
す
る
西
行
に
頼
朝
は
銀

の
猫
を
贈
物
と
し
た
。
西
行
は
こ
れ
を
拝
領
し
た
が
、
門
外
で
遊
ん

で
い
た
子
ど
も
に
与
え
た
と
い
う
話
を
和
歌
に
詠
み
こ
ん
だ
の
で
あ

る
。

6　

競
点
の
巻　

昭
和
五
年
十
一
月
（
二
三
三
）

題
一　

火
桶

松
田
扶
盈
子

月　

二
〇

 

世
の
中
の
す
ゝ
む
に
つ
れ
て
と
し

く
に
火
桶
に
と
ほ

く
な
り
増
さ
り
つ
ゝ

げ
に
さ
ぞ
あ
ら
ん
か
し
こ
は
殊
に
若
き
お
も
と
の

す
さ
び
と
覚
え
て
を
か
し
猶
い
は
ゞ
下
句

も
と
の
ま
ゝ
に
て
も
よ
く
聞
く
ゆ
め
れ
ど
同
じ
句

は
「
古
き
火
桶
は
す
さ
め
ら
れ
つ
ゝ
」
な
ど
あ

ら
ば
こ
と
に
め
で
た
か
る
べ
き
も
か
く
て
も

題
二　

猿

扶
盈
子

月
上　

四
五

 

初
み
雪
山
に
ふ
り
け
む
こ
の
夕
ふ
も
と
の
い
ほ
に
ま

し
ら
な
く
な
り

げ
に
さ
も
や
と
覚
ゆ
い
ひ
の
な
し
も
と
ゞ
こ
ほ

る
所
な
し
さ
れ
ど
猶
い
は
ゞ
「
初
み
雪
山
に

ふ
り
け
ん
里
近
く
今
宵
ま
し
ら
の
来
て
そ
な
く

な
る
」
な
ど
あ
ら
ば
こ
と
に
よ
き
歌
と
も

た
ゝ
へ
つ
べ
き
を
や

点
者
評

い
と
さ
ば
か
り
は
容
易
す
か
ら
ぬ
題
を
大
方
よ
く

よ
み
お
ほ
せ
た
ま
へ
り
な
さ
れ
ど
猿
は
同
じ

や
う
な
る
た
け
だ
ち
の
第
一
位
に
も
の
ぼ
さ
ば

の
ぼ
せ
も
し
つ
べ
き
が
数
首
あ
り
し
か
ば
あ
ま
り

に
さ
る
も
の
ゝ
多
き
は
天
に
二
日
な
し
と
さ
へ
い
は
れ

た
る
古
言
に
も
背
き
ぬ
べ
き
が
怖
ろ
し
さ
に

す
べ
て
を
第
二
位
に
下
し
し
つ
る
か
ら
に
火
桶

の
か
た
も
其
に
准
じ
て
大
方
同
じ
な
み
に
し

つ
る
を
よ
み
人
た
ち
い
か
で

く
ゆ
る
し
給
へ
よ

昭
和
五
年
十
一
月
末
つ
か
た　
　
　
　

点
者

　

巻
末
の
評
に
む
ず
か
し
い
題
を
よ
く
詠
ん
で
い
る
。
題
「
猿
」
で

は
競
点
を
日
に
す
べ
き
和
歌
は
数
首
あ
る
が
、「
天
に
二
日
な
し
」

と
い
う
よ
う
に
、
第
一
位
の
和
歌
は
一
首
で
あ
る
べ
き
な
の
で
、
す

べ
て
を
第
二
位
に
し
た
と
あ
る
。「
火
桶
」
も
そ
れ
に
準
じ
て
競
点
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を
付
し
た
と
記
し
て
い
る
。
点
者
と
し
て
の
姿
勢
の
一
端
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。

「
火
桶
」
は
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
の
絵
巻
に

描
か
れ
、『
枕
草
子
』
の
「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
の
冬
に
「
火
桶
の
火

も
白
き
灰
が
ち
に
な
り
て
わ
ろ
し
」と
書
か
れ
て
い
る
。石
炭
ス
ト
ー

ブ
は
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
に
北
海
道
で
作
ら
れ
た
。
明
治
か
ら

大
正
に
か
け
て
は
外
国
製
ス
ト
ー
ブ
が
多
く
輸
入
さ
れ
、
燃
料
は
主 

に
薪
か
石
炭
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
年
頃
に
は

ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
、
明
治
末
期
に
は
電
気
ス
ト
ー

ブ
が
登
場
し
、
大
正
初
期
に
は
国
産
品
も
作
ら
れ
た
が
、
電
気
料
金

が
高
く
庶
民
に
は
手
の
届
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

笛
子
の
和
歌
は
、
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
、
新
し
い
暖
房
器
具
が

登
場
し
た
こ
と
を
背
景
に
し
た
和
歌
で
あ
る
。
世
の
中
が
進
歩
す
る

に
つ
れ
て
、新
し
い
文
明
の
利
器
が
毎
年
の
よ
う
に
登
場
し
て
く
る
。

暖
を
と
る
た
め
に
火
桶
を
使
っ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
も
だ
ん
だ
ん

使
わ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
意
の
和
歌
で
あ
る
。
歌
子
は
、

若
い
あ
な
た
な
ら
ば
そ
う
の
だ
ろ
う
と
頷
い
て
い
る
。
新
し
い
も
の

と
古
い
も
の
を
比
べ
る
意
味
を
持
た
せ
て
、
下
の
句
を
「
古
き
火
桶

は
す
さ
め
ら
れ
つ
ゝ
」と
あ
れ
ば
和
歌
が
格
別
に
よ
く
な
る
と
し
た
。

「
猿
」
の
和
歌
は
、
情
景
も
よ
く
詠
ま
れ
て
い
て
調
べ
も
と
ど
こ

お
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
し
な
が
ら
「
猶
い
は
ゞ
」
と
参
考
に
な
る
和

歌
を
示
し
て
い
る
。
山
は
初
雪
が
降
っ
た
の
だ
ろ
う
。
餌
を
求
め
て

来
た
の
だ
ろ
う
か
。
夕
方
に
、
麓
の
庵
に
猿
が
来
て
鳴
い
て
い
る
と

笛
子
は
詠
ん
だ
。「
ふ
も
と
の
い
ほ
」
は
猿
の
い
る
位
置
を
特
定
し
、

残
光
の
あ
る
夕
方
に
猿
の
鳴
き
声
が
響
く
と
し
た
。
歌
子
は
、「
こ

の
夕
ふ
も
と
の
い
ほ
」
を
「
里
近
く
今
宵
」
に
変
え
た
。
夜
に
な
っ

て
辺
り
は
暗
く
な
り
、
ど
こ
だ
か
わ
か
ら
な
い
が
人
里
近
い
と
こ
ろ

に
猿
が
来
て
鳴
い
て
い
る
と
変
え
た
の
で
あ
る
。
夜
の
闇
の
中
に
、

猿
の
す
る
ど
い
鳴
き
声
が
響
く
。
言
葉
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
猿

の
鳴
き
声
が
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

7　

競
点
の
巻　

昭
和
五
年
十
二
月
（
二
三
四
）

題
一　

惜
年

蜂
須
賀
扶
盈
子

月
上　
　

一
五

 

を
し
み
て
も
猶
あ
ま
り
あ
る
年
の
瀬
を
や
ま
ひ
の

床
に
越
え
ぬ
へ
き
哉

い
と
し
う
も
こ
そ
は
い
ひ
の
な
し
も
よ
く
と
ゝ

の
ほ
り
て
申
す
む
ね
な
し

猶
い
は
ゞ
初
二
句
に
少
し
あ
ら
ま
ほ
し
き
心
地

は
す
れ
ど
か
く
な
が
ら
も

題
二　

梅
も
と
き

扶
盈
子

月　

五
八

 
そ
の
実
こ
そ
め
く
ゝ
も
見
ゆ
れ
梅
も
と
き
枝
は
に
く
け

に
道
を
ふ
さ
け
と
（
た
き
ぬ
）
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げ
に
も
さ
る
事
こ
そ
あ
れ
猶
結
句
は
か
く
あ
ら
ん

方
二
句
に

む
か
へ
て
つ
き

く
し
か
る
べ
し

点
者
評

こ
た
び
の
は
よ
き
も
悪
し
き
も
う
ち
ま
せ

て
こ
そ
見
え
た
り
し
か
さ
れ
ど
よ
み
人
の

い
は
ん
と
欲
せ
ら
る
ゝ
と
こ
ろ
を
つ
ゝ
み
な
く

い
は
れ
た
ら
ん
と
覚
え
て
い
と
う
れ
し
う

い
ひ
か
ひ
あ
り
と
こ
そ
は
こ
の
一
と
せ
も
よ
く

い
そ
し
み
た
ま
ひ
き
来
ん
年
も
な
ほ

今
一
き
は
と
こ
ゝ
ろ
ふ
り
起
こ
し
て
神
な
が
ら

の
道
に
す
ゝ
み
た
ま
へ
や　

か
し
こ

昭
和
五
年
十
二
月
半　
　
　
　
　

點
者

　
「
惜
年
」
の
和
歌
は
、
年
の
瀬
に
病
の
床
に
あ
る
笛
子
の
心
情
を

詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
昭
和
五
年
十
月
に
、
笛
子
は
松
田
正
之
と
協

議
離
婚
を
し
た
。
離
婚
に
至
っ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
笛
子
に

と
っ
て
は
何
か
と
心
労
の
多
い
一
年
で
は
な
か
っ
た
か
。
笛
子
の
状

況
を
知
る
歌
子
は
「
い
と
し
う
も
こ
そ
は
」
と
笛
子
の
心
中
に
思
い

を
寄
せ
る
。
和
歌
と
し
て
は
よ
く
と
と
の
っ
て
い
る
が
、
初
め
の
二

句
の
「
猶
あ
ま
り
あ
る
」
を
平
凡
と
思
っ
た
の
か
「
猶
い
は
ゞ
」
と

表
現
の
工
夫
を
求
め
て
い
る
。

梅
も
ど
き
は
葉
や
枝
ぶ
り
が
梅
に
似
て
い
て
、
実
の
つ
き
方
も
梅

に
に
て
い
る
こ
と
か
ら
梅
も
ど
き
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
晩
秋
か

ら
初
冬
に
か
け
て
実
は
赤
く
な
り
、
葉
は
落
ち
て
も
実
は
残
る
。
赤

い
実
は
木
々
の
間
で
目
立
ち
愛
ら
し
く
見
え
る
が
、
細
い
枝
が
か
ら

む
よ
う
に
繁
り
、
道
を
塞
ぐ
様
子
を
詠
ん
だ
。
歌
子
は
そ
の
情
景
を

「
げ
に
も
さ
る
こ
と
こ
そ
あ
れ
」
と
評
し
て
い
る
。

巻
末
の
点
者
の
評
に
「
こ
た
び
の
は
よ
き
も
悪
し
き
も
う
ち
ま
せ

て
こ
そ
見
え
た
り
」
と
あ
る
が
、
笛
子
の
競
点
は
月
上
、
月
と
第
二

位
の
点
を
得
て
い
る
。

8　

競
点
の
巻　

昭
和
六
年
一
月
（
二
二
二
）

題
一　

松
樹
緑
久

蜂
須
賀
笛
子

月
上　

三
五

 

ふ
る
さ
と
は
あ
れ
は
て
た
れ
と
軒
の
松
む
か
し
の
色

に
猶
栄
え
つ
ゝ

こ
も
一
わ
た
り
よ
く
聞
え
て
且
四
五
句
の
あ
た

り
も
げ
に
と
聞
ゆ
か
し

猶
い
は
ゞ
こ
は
同
じ
く
は
古
里
松
な
ど
な
ら
ま

し
か
は
と
口
を
し

題
二　

鶏

笛
子

日　

三
八

 
ふ
り
つ
も
る
雪
を
け
た
て
ゝ
庭
つ
と
り
垣
の
ほ
と
り
に
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ゑ
を
（
何
）
あ
さ
る
ら
ん

を
り
か
ら
の
光
景
さ
る
事
と
覚
え
て
け
近
く
を
か

し
猶
結
句
は
も
と
の

ま
ゝ
に
て
も
け
し
う
は
あ
ら
ね
ど
同
じ
く
は
か
く

あ
ら
ば
や

点
者
評

大
御
代
の
み
さ
か
へ
る
た
ぐ
へ
つ
べ
き
松
の
み
と
り
の
久

し
さ
は
新
年
の
ほ
ぎ
こ
と
に
は
ふ
さ
は
し
け
れ
ど

う
た
ひ
い
で
ん
事
は
た
や
す
か
ら
ざ
め
る
を
こ
の
方
に

第
一
位
な
る
が
多
か
り
し
は
い
と
心
ゆ
き
て
こ
そ
覚
え

た
り
し
か
猶
鶏
の
か
た
に
は
さ
は
い
へ
ど
を
か
し
う
も

珍
ら
か
に
も
聞
ゆ
る
が
少
な
か
ら
ざ
り
し
か
ど
少
し
申

す
む
ね
ど
も
あ
り
て
こ
と
に
え
ぬ
き
い
で
能
は
ず
な
ど
し
て

ふ
と
見
て
は
た
ち
後
れ
た
る
や
う
に
あ
り
し
は
い
さ
ゝ
か

口
を
し
く
も
あ
り
き
は
や
と
ま
れ
や
う

く
進
歩
の
あ
と

し
る
き
は
う
れ
し
と
も
嬉
し
く
こ
そ
は　
　
　
　
　

點
者

昭
和
六
年
一
月
半

　

一
月
の
題
と
し
て
「
松
樹
緑
久
」
を
出
し
て
い
る
。
点
者
の
評
に

あ
る
よ
う
に
松
の
緑
を
題
材
に
し
た
和
歌
は
多
い
。
松
は
一
年
中
緑

で
散
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、
永
久
、
永
遠
の
意
味
を
持
ち
、
特
に
新

年
の
祝
に
ふ
さ
わ
し
い
と
し
て
詠
ま
れ
る
。
和
歌
の
題
と
し
て
は
む

ず
か
し
い
も
の
と
し
て
い
る
。

笛
子
は
故
郷
が
荒
れ
果
て
て
い
る
が
、
松
は
以
前
と
変
わ
ら
ず
豊

か
に
緑
の
色
で
豊
か
に
栄
え
て
い
る
と
詠
ん
で
い
る
。
歌
子
は
、
こ

の
歌
に
は
「
古
里
松
」
の
題
な
ら
ば
歌
の
情
景
に
合
い
、
そ
の
こ
と

を
残
念
に
思
う
と
述
べ
る
。

「
鶏
」
で
は
、
庭
に
降
り
積
も
る
雪
を
蹴
立
て
て
鶏
が
垣
根
の
と

こ
ろ
で
餌
を
つ
い
ば
ん
で
い
る
様
子
を
歌
う
。
歌
子
は
つ
い
ば
ん
で

い
る
も
の
が
「
ゑ
」（
餌
）
だ
と
せ
ず
、
虫
な
の
か
木
の
実
な
の
か

わ
か
ら
な
い
が
あ
さ
っ
て
い
る
と
し
た
。
競
点
は
第
一
位
の
日
で
あ

る
が
、「
猶
」
と
い
っ
て
結
句
の
工
夫
を
示
し
た
。

今
様

1　

競
点
の
巻　

一
ノ
組　

昭
和
五
年
六
月
（
二
二
七
）

題
一　

田
植

松
田
扶
盈
子

日　

一
〇

 

つ
は
め
（
は
）
ひ
く
く
も
（
削
除
）
飛
ひ
か
ひ
て　

わ

か
葉
の
か
を
り
流
れ
き
ぬ

こ
と
し
も
田
子
の
さ
な
へ
と
る　

こ
ろ
か
や
ひ
な
の
な

り
と
こ
ろ

ゆ
き
て
も
見
ま
し
子
ら
つ
れ
て

大
方
申
す
む
ね
な
く
よ
く
と
ゝ
の
ひ
た
り
こ
は
や

む
ご
と
な
き
姫
た
ち
の
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す
さ
び
と
覚
え
て
何
と
か
や
い
ふ
ら
ん
ど
ち
に
う

け
ば
れ
ぬ
べ
く
恐
ろ
し

け
れ
ど
歌
は
す
て
か
た
き
を
如
何
は
せ
ん

題
二　

鯉
幟

扶
盈
子

月
上　

二
一

 

や
と
の
若
竹
す
く
よ
か
に　

生
ひ
た
つ
見
え
て
鯉
の

ほ
り

高
く
か
ゝ
け
し
や
の
む
ね
に　

五
月
の
朝
（
ふ
く
や

菖
蒲
）
の
か
せ
か
を
る

短
編
な
れ
ば
に
や
申
す
む
ね
も
少
な
く
大
か
た

な
つ
か
し
く
こ
そ
は

点
者
評

こ
た
び
の
は
を
か
し
き
も
少
な
か
ら
ず
は
た
こ
と
に

無
下
に
立
ち
下
れ
り
と
覚
ゆ
る
も
あ
ら
ざ
り
し
は

い
と
う
れ
し
う
な
む
な
ほ
い
は
ゞ
一
句

く
は
い
と
め
で

た
し
と
見
ゆ
る
も
多
か
り
し
か
ど
長
篇
な
る
は
首

尾
相
聯
續
せ
ず
又
は
や
ゝ
矛
盾
を
覚
ゆ
る
が

如
き
も
候
ひ
き
故
に
長
き
を
も
の
せ
ら
れ
ん
に
は

よ
く

く
打
ち
か
へ
し
考
え
た
ま
へ
か
し
且
を
り

く

短
篇
を
試
み
て
な
ら
は
し
給
は
ん
ぞ
よ
き
詩
に
て

も
長
篇
は
い
と
容
易
か
ら
ぬ
も
の
と
ぞ
い
ふ
め
る
を
や

昭
和
五
年
六
月
半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

點
者

　

今
様
は
七
五
調
の
歌
の
形
式
で
あ
る
。
短
歌
と
ち
が
い
言
葉
の
数

も
多
い
。
点
者
の
評
の
中
で
、
長
編
に
な
る
と
内
容
の
続
き
が
悪
く

矛
盾
が
起
こ
る
。
長
編
の
場
合
は
よ
く
読
み
返
し
て
考
え
る
よ
う
に

と
注
意
し
て
い
る
。
笛
子
の
作
は
、「
田
植
」「
鯉
幟
」
の
ど
ち
ら
も

短
篇
で
内
容
は
整
っ
て
い
る
。「
田
植
」
は
、燕
、若
葉
。
田
の
早
苗
、

鳥
の
雛
と
六
月
の
風
物
を
取
り
上
げ
、「
ゆ
き
て
も
見
ま
し
子
ら
つ

れ
て
」
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
歌
を
歌
子
は
貴
族
の
姫
た
ち
の
す
さ

び
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
し
た
。

「
鯉
幟
」
で
は
、「
五
月
の
あ
さ
の
か
せ
か
を
る
」
を
月
並
み
の
よ

う
に
思
わ
れ
た
の
か
「
ふ
く
や
菖
蒲
の
か
せ
か
を
る
」
と
添
削
し
た
。

端
午
の
節
句
で
は
邪
気
を
払
う
た
め
に
屋
根
に
菖
蒲
を
ふ
く
。「
五

月
の
あ
さ
」
を
「
ふ
く
や
菖
蒲
」
と
す
る
こ
と
で
、
情
景
を
よ
り
明

ら
か
に
し
た
。

歌
合

1　

歌
合
の
巻　

昭
和
五
年
四
月
（
二
二
五
）

題
一　

岸
山
吹

五
番

左　
　
　
　
　

五
月
乙
女
俊

水
底
の
は
な
は
ち
ら
せ
と
筏
士
も

水
棹
よ
く
ら
ん
岸
の
や
ま
吹
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右　

勝　
　
　
　
　
　

松
田
笛
子

よ
へ
の
雨
に
み
か
き
ま
し
け
む
し
た
り
さ
く

岸
の
や
ま
吹
水
に
ひ
た
れ
る

判
者
評

左
よ
み
人
の
こ
こ
ろ
は
水
底
に
移
ろ
ふ

花
の
か
け
は
ち
ら
せ
ど
も
き
し
の
山
吹
の

ま
こ
と
の
花
に
は
水
棹
ふ
れ
じ
と
除
く

ら
ん
の
意
な
ら
め
ど
少
し
難
悟
な
り

右
何
と
な
け
れ
ど
げ
に
さ
も
や
と
覚
え
て

を
か
し
く
は
た
申
す
む
ね
も
あ
ら
ね
ば

勝
は
こ
た
び
も
右
に
こ
そ

題
二　

開
墾

廿
二
番

左　

勝　
　
　
　
　
　

春
子

野
も
や
ま
も
き
り
開
か
れ
て
年
々
に

い
や
さ
か
へ
ゆ
く
四
方
の
民
く
さ

右　
　
　
　
　
　
　
　

笛
子

あ
ら
小
田
を
た
が
や
し
（
に
鍬
入
れ
）
そ
め
し
賤
の
男
の

顔
は
（
に
）
の
そ
み
の
い
ろ
に
（
そ
）
か
ゝ
よ
ふ

評　

左一
わ
た
り
よ
く
聞
え
た
り

右思
い
よ
ら
れ
た
れ
ど
い
ひ
の
な
し

少
し
申
す
む
ね
あ
り
か
く
て
よ
く
な
り

に
た
れ
ど
い
か
ゞ
は
せ
ん

　
　

こ
た
び
も
左
勝

判
者
評

こ
の
巻
き
に
は
め
で
た
し
と
覚
ゆ
る
も

す
く
な
か
ら
す
は
あ
り
し
か
ど
少
し

よ
み
人
の
数
多
か
ら
ざ
り
し
は
何
と

な
う
さ
ひ
し
き
心
地
こ
そ
す
れ
春
の

わ
か
れ
も
近
う
な
り
ぬ
い
か
で
言
の
葉

の
花
も
し
げ
う
つ
み
出
で
た
ま
へ
か
し

昭
和
五
年
四
月
半　
　
　
　

點
者
し
る
す

　

五
番
の
「
岸
山
吹
」
で
は
、
左
の
歌
は
少
し
難
し
く
理
解
し
に
く

い
と
評
し
た
。
右
の
笛
子
の
和
歌
は
素
直
な
歌
で
あ
る
が
、
情
景
が

そ
う
で
あ
る
と
わ
か
る
歌
な
の
で
勝
と
し
た
。「
こ
た
び
も
」
と
あ

る
の
は
、
前
の
四
番
の
歌
も
右
を
勝
に
し
た
と
い
う
意
で
あ
る
。
廿

二
番
の
「
開
墾
」
で
は
、
左
は
題
の
意
を
よ
く
理
解
し
て
詠
ん
で
い

る
と
し
て
勝
に
し
た
。
右
の
笛
子
の
歌
に
は
添
削
を
し
、
言
葉
の
選

択
、助
詞
の
使
い
方
を
注
意
指
導
を
し
て
い
る
。「
た
が
や
し
」を「
鍬

入
れ
」
と
す
る
こ
と
で
、
情
景
を
よ
り
具
体
的
に
表
現
し
た
。
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2　

歌
合
の
巻　

昭
和
五
年
八
月 （
二
三
〇
）

題
一　

花
火

四
番

左　

勝

　
　
　
　

松
田
扶
盈
子

う
ち
あ
く
る
花
火
う
つ
く
し
こ
き
つ
れ
し

ふ
な
は
た
近
く
火
の
粉
み
た
れ
て

　
　
　
　

右

　
　
　
　
　

林
し
つ
子

星
と
ち
る
は
な
ひ
美
し
打
ち
あ
く
る

む
か
ひ
の
き
し
に
火
の
粉
あ
ひ
つ
ゝ

評　

左
右
と
も
に
花
火
と
あ
り
て
更
に
火
の

粉
と
い
は
れ
た
る
少
し
く
だ

く
し
き

心
地
す

右
初
句
つ
ぎ

く
し
か
ら
ず
こ
は
何
と
か

こ
と
ざ
ま
に
あ
ら
ま
ほ
し
結
句
こ
も
「
火
の

こ
乱
れ
て
」
な
ど
あ
ら
む
方
な
る
べ
し

左
力
は
は
る
か
に
右
に
立
ち
こ
え
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

點
者

題
二　

籠
中
鳥

三
十
二
番　
　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　

扶
盈
子

篭
の
中
に
か
ひ
つ
る
は
と
の
あ
や
し
く
も

　

千
里
の
外
に
使
す
と
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　

右　

勝　
　
　
　
　
　
　

須
磨
子

夏
深
き
か
こ
に
あ
う
む
の
こ
め
ら
れ
て

　

あ
つ
し

く
と
人
の
ま
ね
す
る

評　

巻
軸
の
つ
が
ひ
と
心
せ
ら
れ
た
る
使
す
る

鳩
人
ま
ね
び
あ
う
武
鳥
の
つ
か
ひ
は
た

を
か
し
く
も
お
ほ
ゆ
る
上
に
い
づ
れ
も
よ
く

と
ゝ
の
ほ
り
て
申
す
む
ね
な
し

猶
い
は
ゞ
左
の
理
り
よ
く
聞
え
て
も
の

く

し
き
も
さ
る
事
な
が
ら
右
の
幼
げ
に

け
近
き
は
こ
と
に
心
と
ま
り
て
な
ん

左
方
勝
は
右
方
に
ゆ
づ
ら
れ
よ
ま
け

た
り
と
も
な
ま

く
の
勝
に
は
ま
さ
ら
ん
か
し

判
者
評黒

金
も
と
け
つ
へ
き
三
伏
の
暑
さ
に
も
た

ゆ
ま
ず
い
そ
し
み
た
ま
ひ
し
後
達
が

心
し
ら
ひ
も
見
え
て
め
で
た
き
も
す
く
な
か
ら

ざ
り
し
は
い
と
心
ゆ
き
て
こ
そ
覚
え
た

り
し
か
や
う

く
秋
風
も
音
つ
れ
そ
め
つ
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今
一
き
ざ
み
の
力
入
り
見
せ
た
ま
へ
や

昭
和
五
年
八
月
半　
　
　
　
　

點
者

　
「
花
火
」
を
詠
ん
だ
四
番
の
歌
で
は
、「
花
火
」「
火
の
粉
」
と
近

い
言
葉
を
二
つ
入
れ
る
の
は
よ
く
な
い
。
左
の
笛
子
の
力
は
、
右
よ

り
も
は
る
か
に
こ
え
て
い
る
と
書
い
て
い
る
。

「
籠
中
鳥
」
で
は
右
は
、
籠
御
の
中
の
鳩
が
千
里
も
飛
ん
で
使
い

を
す
る
不
思
議
さ
を
詠
ん
で
い
る
。
右
の
歌
は
幼
げ
に
、
雄
武
が
暑

い
、
暑
い
と
人
ま
ね
す
る
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
を
「
幼
げ
に
け

近
」
く
感
じ
、
心
に
と
ま
る
と
評
し
た
。

3　

歌
合
の
巻　

昭
和
六
年
四
月
（
二
三
六
）

題
一　

故
郷
花

一
番　
　
　
　
　

左　
　
　
　
　
　

蜂
須
賀
笛
子

も
と
す
み
し
家
は
人
手
に
わ
た
れ
て
も

は
な
の
さ
か
り
は
見
る
よ
し
も
か
な

　
　
　
　
　
　
　

右　

勝　
　
　
　

服
部
繁
子

な
つ
か
し
き
花
の
吹
雪
を
浴
ひ
て
た
つ

わ
れ
を
見
し
る
や
里
の
わ
ら
は
へ

評　

あ
は
れ
い
み
じ
き
も
め
で
た
き
巻
頭
の
つ
が
ひ

に
も
こ
そ
は

左
は
今
様
の
世
態
を
と
ら
へ
て
か
つ
花
に
心
の

な
ほ
引
か
る
ゝ
よ
し
を
い
は
れ
た
る
い
と

あ
は
れ
な
り
つ
れ
ど
強
ひ
て
い
は
ゞ
下
句
の
い
ひ

の
な
し
は
猶
あ
ら
ま
ほ
し

右
は
こ
ゝ
ろ
も
こ
と
ば
も
う
る
は
し
く
め
で
た
し

年
へ
て
訪
ら
は
れ
た
る
故
郷
の
情
況
面
影
に

見
ゆ
る
心
地
し
て
心
に
く
ゝ
そ
覚
ゆ
る
や

左
の
た
め
い
と
ほ
し
け
れ
ど
こ
の
右
に
は
負
け
ら
れ
よ
か
し

題
二　

雲
影

廿
四
番　
　
　
　

左　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

笛
子

桜
か
り
は
れ
き
の
衣
（
も
）
ぬ
れ
や
せ
む

あ
や
し
き
雲
の
か
け
う
こ
き
ゝ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
都
子

根
芹
つ
む
（
削
除
）
沢
（
水
）
に
は
（
う
つ
る
を
み
）
れ
た

る
（
削
除
）
は
大
空
を

を
り

く
し
ろ
き
雲
の
な
か
る
ゝ

評　

左
も
右
も
力
あ
る
ど
ち
の
口
つ
き
と
覚

え
て
を
か
し
か
ら
ず
や
は

猶
左
二
句
「
き
ぬ
も
」
あ
ら
ま
ほ
し

右
心
し
ら
ひ
は
左
に
た
ち
ま
さ
り
て
覚
ゆ

れ
ど
少
し
難
渋
な
り
こ
れ
は
根
芹
つ
む



― 77 ―

沢
水
に
う
つ
る
を
見
れ
は
青
く
は
れ
た
る

大
空
を
を
り

く
白
き
く
も
の
影
流
る
ゝ

よ
と
迠
い
は
で
は
聞
え
ず

依
而
以
左
為
勝

点
者
評

こ
た
び
の
巻
に
は
い
と
め
で
た
き
が
少
な
か

ら
で
点
者
も
い
と
い
た
う
心
ゆ
き
て
こ
そ
覚
え

た
り
し
か
猶
大
か
た
よ
り
い
は
ゞ
玉
石
混
合

す
る
や
う
に
ぞ
あ
り
し
さ
る
を
歌
合
せ
の
つ
ね

と
す
よ
き
歌
の
負
方
に
な
り
た
る
よ
か
ら
ぬ

が
勝
を
え
ら
れ
た
る
な
ど
も
あ
り
し
は

少
し
い
と
ほ
し
く
覚
え
た
り
し
か
な

昭
和
六
年
四
月
半　
　
　
　
　
　

点
者

　
「
故
郷
花
」
の
四
番
の
歌
は
左
右
と
も
に
優
れ
た
歌
で
あ
る
が
、

左
は
強
い
て
い
え
ば
下
句
の
表
現
に
工
夫
を
し
て
ほ
し
い
。
右
は
歌

の
心
も
言
葉
も
美
し
く
、故
郷
の
情
景
を
見
る
心
地
が
す
る
と
述
べ
、

心
に
く
い
ば
か
り
で
あ
る
と
し
、
右
の
勝
と
し
た
。

「
雲
影
」
廿
四
番
、
左
の
笛
子
の
歌
、「
衣
」
を
「
こ
ろ
も
」
と
詠

み
「
こ
ろ
も
も
ぬ
れ
や
せ
む
」
と
し
た
が
、
歌
子
は
「
き
ぬ
」
と
詠

ま
せ
て
「
き
ぬ
も
ぬ
れ
や
せ
ん
」
と
し
た
。
右
の
歌
は
情
景
が
わ
か

り
に
く
く
、
根
芹
を
つ
む
沢
水
に
青
く
晴
れ
た
大
空
が
映
り
折
々
に

白
い
雲
が
流
れ
る
と
ま
で
読
ま
な
い
と
理
解
さ
れ
な
い
と
し
た
。

　

笛
子
の
詠
む
和
歌
は
素
直
で
わ
か
り
や
す
い
歌
で
あ
る
。
競
点
は

月
が
最
も
多
く
、
他
に
日
、
月
上
で
星
は
少
な
い
。
全
体
と
し
て
、

和
歌
の
評
価
は
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

巻
末
の
歌
子
の
評
を
見
る
と
、「
猶
い
は
ゞ
」「
今
少
し
」
な
ど
工

夫
を
求
め
る
言
葉
が
目
立
つ
。
従
来
の
和
歌
の
表
現
で
は
な
く
新
し

い
工
夫
、
言
葉
の
選
び
方
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
言
い
方
は
他
の
和

歌
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、詠
出
者
た
ち
の
上
達
ぶ
り
を
ほ
め
、

な
お
一
層
の
研
鑽
を
求
め
て
い
る
。

　

實
踐
女
學
校
の
教
員
で
あ
っ
た
坂
寄
美
都
子
の
孫
嫁
に
あ
た
る
坂

寄
衆
子
氏
は
、
中
学
生
の
頃
に
柳
原
白
蓮
の
会
「
こ
と
た
ま
」
で
和

歌
を
学
ん
で
い
た
と
い
う
。
心
に
浮
か
ん
だ
こ
と
な
ど
を
和
歌
に
詠

み
、
添
削
指
導
を
受
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
白
蓮
は
口
数
が

少
な
く
、
一
言
二
言
話
す
方
だ
っ
た
と
い
う
。
白
蓮
の
会
で
は
、
あ

ま
り
良
く
な
い
和
歌
で
も
厳
し
く
批
判
す
る
こ
と
は
な
く
、「
こ
ち

ら
の
ほ
う
が
い
い
か
し
ら
ね
え
」
と
い
っ
た
よ
う
な
お
だ
や
か
な
言

い
方
を
し
て
い
た
。
会
の
雰
囲
気
は
雅
な
も
の
で
、
集
っ
た
人
た
ち

の
知
性
や
教
養
が
う
か
が
わ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
。
坂
寄
美

都
子
の
晩
年
衆
子
氏
に
「
下
田
先
生
は
は
っ
き
り
し
た
和
歌
が
お
好

み
だ
っ
た
」
と
語
っ
た
と
い
う
。「
は
っ
き
り
し
た
」
と
は
、
情
景
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が
明
ら
か
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
な
表
現
を
良
し
と
し
た
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。
ま
た
指
導
に
あ
た
っ
て
、
下
手
な
歌
で
も
駄
目
な
和
歌
と

決
め
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
長
所
を
認
め
て
、
表
現
の
工
夫
な
ど
を

指
導
し
た
と
い
う
。

文
學
部
の
歌
会
も
白
蓮
の
会
と
同
様
に
穏
や
か
で
雅
な
雰
囲
気
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
歌
人
で
あ
り
、
女
流
教
育
者
と
し
て
の
歌
子

は
、
和
歌
の
指
導
を
積
極
的
に
し
て
い
た
。
月
一
回
の
文
學
部
の
歌

会
と
は
い
え
七
十
首
以
上
の
和
歌
の
添
削
に
は
か
な
り
の
時
間
と
労

力
を
割
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
歌
子
は
、
文
学
部
の
会
員
に
「
今

少
し
」「
猶
い
は
ゝ
」
な
ど
の
言
葉
に
、
題
の
理
解
、
言
葉
の
選
択
、

表
現
の
工
夫
な
ど
研
鑽
を
積
む
こ
と
を
求
め
た
。

『
各
評
の
巻
』
の
「
各
評
」
は
今
日
の
合
評
会
に
あ
た
る
。
歌
の

結
社
に
お
い
て
参
加
者
の
数
名
が
批
評
し
、
最
後
に
指
導
者
が
批
評

す
る
。
詠
出
者
名
を
伏
せ
て
お
き
後
で
記
入
す
る
も
の
と
、
最
初
か

ら
氏
名
を
記
入
す
る
も
の
と
両
方
あ
る
。
笛
子
の
和
歌
が
収
載
さ
れ

て
い
る
資
料
の
内
『
競
点
の
巻
』
に
も
氏
名
を
最
初
か
ら
書
い
た
も

の
と
後
か
ら
書
い
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
歌
の
題
の
言
い
方
は
「
御

題
」「
お
題
」
と
い
う
の
が
一
般
的
の
よ
う
で
あ
る
。『
詠
歌
の
栞
』

や
「
な
よ
竹
」
に
歌
の
題
を
「
兼
題
」
と
表
記
し
て
い
る
が
、
今
日

で
は
そ
の
言
い
方
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

蜂
須
賀
正
韶
と
娘
笛
子
、
そ
し
て
下
田
歌
子
と
の
関
わ
り
を
書
簡

な
ど
の
資
料
を
と
お
し
て
考
察
し
て
き
た
。
長
女
年
子
が
離
婚
後
に

自
活
の
道
を
切
り
開
い
て
い
っ
た
こ
と
は
（
一
）
で
述
べ
た
が
、
そ

の
背
景
に
あ
る
の
は
蜂
須
賀
農
場
の
争
議
が
あ
り
、
蜂
須
賀
家
の
内

情
が
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
年
子
は

自
活
の
手
段
と
し
て
手
芸
の
道
を
選
び
歩
き
始
め
た
。
年
子
の
そ
う

し
た
状
況
を
考
え
る
と
、
笛
子
も
何
ら
か
の
自
活
の
手
段
を
必
要
と

し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
古
い
慣
習
の
中
に
あ
っ
た

貴
族
の
生
活
で
は
、
結
婚
に
よ
っ
て
得
て
い
た
は
ず
の
生
活
の
安
定

を
失
っ
た
出
戻
り
の
娘
は
不
憫
に
思
う
が
、
家
に
と
っ
て
は
い
わ
ゆ

る
お
荷
物
で
、
世
間
に
対
し
て
も
ど
こ
か
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
て

い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
岩
波
文
庫
の
『
松
浦
宮
物
語
』
の
刊
行
は
、

笛
子
の
文
学
的
才
能
、力
量
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、将
来
に
わ
た
っ

て
の
自
活
の
手
段
の
入
り
口
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

笛
子
の
生
活
支
援
を
考
え
た
の
か
、
歌
子
は
笛
子
を
習
字
の
教
員

と
し
て
採
用
し
て
い
る
。「
な
よ
竹
」
第
二
十
一
号
（
昭
和
六
年

十
二
月
）
の
「
母
校
職
員
異
動
」
の
「
高
等
女
學
部
」
の
項
に
「
蜂

須
賀
笛
子
先
生　

四
月
よ
り
一
二
年
の
お
習
字
お
受
け
持
」と
あ
り
、

巻
末
の
「
本
校
職
員
（
昭
和
六
年
十
二
月
現
在
）」
の
「
高
等
女
學

部
教
員
」
の
項
で
は
「
習
字　

蜂
須
賀
笛
子　

麹
町
區
平
川
町
六
ノ

六　

萬
平
ホ
テ
ル
内
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
実
踐
女
子
学
園
の
教
職

員
の
辞
令
簿
に
は
蜂
須
賀
笛
子
の
名
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
「
な
よ

竹
」
第
二
十
三
號
（
昭
和
十
年
三
月
）
の
「
本
校
教
職
員
並
學
友
會
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會
員
名
簿
」
に
は
笛
子
の
名
は
な
く
、
笛
子
の
在
任
期
間
は
短
い
も

の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
病
弱
だ
っ
た
笛
子
に
と
っ
て
、
定
ま
っ
た

仕
事
を
持
つ
こ
と
は
厳
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

笛
子
が
万
平
ホ
テ
ル
に
い
つ
ま
で
滞
在
し
て
い
た
か
不
明
で
あ

る
。
東
京
万
平
ホ
テ
ル
は
洋
室
八
二
室
を
設
置
し
た
ホ
テ
ル
で
、
昭

和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
開
業
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
閉

鎖
さ
れ
た
。
東
京
万
平
ホ
テ
ル
の
図
版
は
、
軽
井
沢
万
平
ホ
テ
ル
の

ご
好
意
に
よ
り
当
時
の
絵
葉
書
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

坂
寄
衆
子
氏
に
は
柳
原
白
蓮
の
「
こ
と
た
ま
」
に
参
加
し
て
い
た

時
の
話
、
ま
た
祖
母
で
あ
る
坂
寄
美
都
子
、
下
田
歌
子
の
和
歌
の
好

み
な
ど
の
話
な
ど
貴
重
な
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
藤
田
美
智

子
氏
、
伊
藤
理
恵
子
氏
に
は
現
在
の
短
歌
の
結
社
の
様
子
、
合
評
会

な
ど
に
つ
い
て
を
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
今
回
も
多
く
の
方
々
に
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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題二　捨子

題一　田家春雨

点者評

巻末図版
短
歌
　

1
　
競
点
の
巻
（
二
二
四
）
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題二　水鶏

題一　梅實

点者評

2
　
各
評
の
巻
（
二
二
六
）
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題二　湖上舟

題一　天の川

点者評

3
　
競
点
の
巻
（
二
二
九
）
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題二　孝

題一　早秋

点者評

4
　
各
評
の
巻
（
二
三
一
）
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題二　西行法師

題一　紅葉賀

点者評

5
　
競
点
の
巻
（
二
三
二
）
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題二　猿

題一　火桶

点者評

6
　
競
点
の
巻
（
二
三
三
）
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題二　梅もとき

題一　惜年

点者評

7
　
競
点
の
巻
（
二
三
四
）
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題二　鶏

題一　松樹緑久

点者評

8
　
競
点
の
巻
（
二
二
二
）
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題二　鯉幟

題一　田植

点者評

今
様

1
　
競
点
の
巻
（
二
二
七
）
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点者　五番の評

題一　岸山吹

題二　開墾

歌
合
　

1
　
歌
合
の
巻
（
二
二
五
）
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点者廿二番の評点者評

題一　花火

2
　
歌
合
の
巻
（
二
三
〇
）
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点者　四番の評

点者　三十二番の評

題二　籠中鳥

点者評
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点者　一番の評

題一　故郷花

題二　雲影

3
　
歌
合
の
巻
（
二
三
六
）
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点者評 点者　廿四番の評


